
   

 

 

 

 

 

工科高校に来た求人件数 

 県内 県外 

令和５年 
200 1,942 

令和 6年（7月 22日時点） 
234 1,752 

 

 上の表は去年と今年の求人票の数をまとめたものです。去年に比べて工科高校に来た県内の求人件数

が増加しています。今年の求人票の数は 7 月 22 日時点ですので、最終的には数は増えます。今年工科

高校に来ている求人票の内訳は生産・製造系が 700件、建設・建築・土木系が 436件、運輸・物流系が

226件、接客・サービス系が 224件、事務系が 108件、医療・福祉系が 47件、販売系が 46件、営業系

が 35件、警備・保安系が 22件、その他 142件です。特に生産・製造系の求人票が多い理由として工業

科があるためだと考えられますが、工業系の進路を希望している普通科の生徒もいるのが本校の特徴で

す。３学年の生徒は求人票について進路資料室にきて、情報収集をしているため知っていると思います

が、選択肢が非常に多くなっています。１、２学年の生徒もどのような選択肢があるか、時間を見つけ

て情報収集をすることで後悔の無い進路にすすむことができると思います。普段はなかなか時間が無い

と思いますが、夏休みに自分の進路について考える時間を作るようにしてください。 

 

○高卒初任給の推移 

 
令和 2年 令和 3年 令和 4年 令和５年 

高卒初任給 17万 7,700円 17万 9,700円 18万 1,200円 18万 6,800円 

前年度比 +2500円 +2000円 +1500円 +5600円 

  ※出典：厚生労働省「令和 5年賃金構造基本統計調査（新規学卒者）」 

求人票を比較するに当たって、初任給の上昇傾向が見られたため、厚生労働省の高卒初任給の調査を

見てみました。本学校にくる求人票だけではなく全体的に右肩上がりであることがわかりました。これ

は、人手不足が生じることで労働者の需要が上昇していると考えられます。ここで、今年の本校に来た

求人票の給料平均を見てみると全体で 20万 2,000円、県内だと 18万 300円、県外は 20万 4,900円で

した。青森県内での給料もだんだん全国の給料に近づいていることがわかりますね。就職が人生のゴー

ルではありませんが、計画をたてて自分の進路実現を目指した経験は今後の人生を歩む上で大きな助け

となるでしょう。  
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夏休みを充実させるヒント 

 みなさんの夏休みが充実したものになることを願って、夏休みにやるべきこ

とをまとめました。ぜひ実行してみてください。 

 

〇３学年 

１．勉強と準備   

 就職や大学進学に向けた準備が重要です。みなさんが夏休みから頑張ろうと思っているように、全国 

のライバルも努力します。無計画に過ごすと周りに差をつけられます。高校生最後の夏休みを無駄にし 

ないよう計画的に過ごしましょう。例えば、振り返りや弱点の克服はもちろん、志望先の過去の試験内 

容や過去問の解答などの情報収集をすると自分の進路に大きく役に立つでしょう。高校３年生で努力し 

た経験は社会人になっても自信につながりますよ。 

 

２．健康とリラックス  

出願準備や受験勉強で緊張や不安で体調をくずしてしまう場合があります。適度な運動と健康的な食 

生活を心がけましょう。また、短い時間でできる息抜きを探しておきましょう。私は高校生の時に読書

や音楽を聴いてリフレッシュしていましたが、今でも疲れた時ややる気を出したいときなどは音楽や読

書でやる気スイッチを入れています。 

 

〇1,２学年 

１．自己分析を深める 

自分の興味や得意なこと、将来の希望を整理しましょう。どんな仕事がしたいのか、どんな分野に進 

みたいのか、自分自身を客観的に見つめ直す時間を作りましょう。また、やりたいことだけではなく、

自分の特長や適性を知り、どのような場所で生かすことができるのか考える必要があります。自分を知

ることは自分の人生で大きな助けになります。 

 

２．進路調査をする 

 大学や専門学校、就職先など、進路の選択肢を広げるための情報収集を行いましょう。インターネッ 

トや進路相談会、オープンキャンパスなどを利用して、様々な進路についての情報を集めておくことが 

大切です。学校が始まるとなかなか時間がとれないので、夏休みを活用しましょう。 

 

３．長期休みにしかできないことをやってみよう 

普段はやらない活動に挑戦してみましょう。例えば、ボランティアへの参加や夏祭りの運営のように 

学校外で地域と協力して活動した経験と実績は就職・進学の武器になり、自信になり、自分の世界も広

がります。３年生になってからでは、そのような実績を作る時間はありません。 

 

４．趣味や特技を深める 

 自分の趣味や特技を楽しむ時間も大切です。これが後々の仕事や進路選択につながることもあります。 

新しい趣味に挑戦するのも良いかもしれません。 

 

 


